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畜産自給飼料研修会を開催 
－飼料価格高騰の情勢の下、高品質な自給飼料生産に向けて－ 
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９月２９日、南筑後地域営農推進協議会畜産研究会員を対象に、自給飼料の

収穫・調製の体系を学ぶ研修会を開催しました。 

研修先は耕畜連携で稲発酵粗飼料用稲の生産を行っており、昨年度、管内で

２例目の汎用型微細断飼料収穫機を導入した大川市の畜産農家です。 

従来の収穫・調製機械は草種毎・作業毎に機械を取替える必要がありました

が、この収穫機は１台で複数の草種に対応可能な上、刈取り時に微細断されて

ロール内の密度が高まり、余剰空気を抑制することで、保存中に変敗によるロ

スを抑え、高品質な稲ホールクロップサイレージをつくることができます。 

この畜産農家からは、せっかく労力と資材費を投入するからには、牛が好ん

で食べる良いサイレージをつくることが大切であるとの説明をいただきまし

た。 

参加者からは、「機械購入費が高額である点以外のデメリットはあるのか？」、

「飼料イネ専用品種の違いによって、牛に嗜好性の違いがあるのか？」等、熱

心に質問が出されました。 

 地域で耕畜連携が円滑に進むためには、市町、JA 等の理解が必要不可欠で、

今回の研修会により畜産の状況への理解がより進んだと思われました。 

普及指導センターは今後も足腰の強い畜産経営体の育成を図るため、耕畜連

携の推進に取り組んでいきます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ロール 汎用型収穫機による収穫の様子 

 


